
  

①ワクチン接種（HPV） 感染を予防する

②子宮がん検診 早期発見治療

本来、1年以内に 3回の接種を終了することが好ましいのですが、 

11 月から始めればまだ間に合います。年末年始等もあるのでお早めに。 

１回目 2回目 3回目

出典： 厚生労働省 

     日本産婦人科学会 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

HPV ワクチンの接種を逃した方のための接種（キャッチアップ接種）が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

接種スケジュール  合計 3 回 

 

 

対象者 1997 年度生まれ～2007年度生まれの女性 

（かつ、過去にHPV ワクチンの合計 3回の接種を完了していない方） 

 

子宮頸がんとは 

出産年齢期の 20～40 歳代に多いがんです。 

日本では、年間1万人以上の方が罹患して約3000 人の方が子宮頸がんで亡くなっています。 

20 歳代から患者は増えはじめ、30 歳代までに治療のため子宮を失ってしまう人が年間約 1000人います。 

 
予防するには 

  主に、性的接触によってヒトパピローマウイルスに感染することが原因と考えられています。 

  子宮頸がんの予防には、以下の①ワクチン接種と②定期的な健診が必要です。 

 

初回接種から少なくとも 

1 ヶ月以上 

2 回目の接種から少なくとも

3 か月以上 

＊2025年 4月以降は自費になります。 

医療機関や薬品の種類により異なりますが 3回の接種で総額 5～7万円位かかります。 

ほけかんだより ワクチンで予防できるがんをご存じですか 

                                                2024 年 臨時 

公費で接種出来るのは 2025 年 3月末までです。 


